






高く見積もる傾向がある（Taylor & Brown, 1988; 
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Effects of the activation of self-esteem and perceived temporal distance 
on the preparation for an examination (2):
Temporal changes in performance prediction.
Yoshitsugu  FUJISHIMA
Self-esteem is a global representation of the self that varies in its level of activation. Self-esteem should 
have an influence on future prediction depending on its activation level. According to the construal level 
theory, temporal distance moderates the influence of the activated self-esteem. Undergraduates (n＝89) 
participated in a panel survey on predictions about their examination performance, in which their level of self-
esteem activation was manipulated. Contrary to the hypothesis, the valence of activated self-esteem did not 
influence predictions of the participants that were made five weeks before the exam, whereas it did influence 
their predictions made just after they completed the exam. It is concluded that perceived temporal distance 
moderated the effect of self-esteem on predictions that were made after the exam. The effects of acquiring 
new data on future outcomes and on contrasting optimistic predictions with the level of salient self-esteem 
that leads to self-verification are discussed.









（Shepperd et al., 1996）、代替結果の想像しやすさ
（心的シミュレーションの容易さ；Sanna, 1999）
などが指摘されている（Shepperd, Sweeny, & 
Carroll, 2006）。

























アス低減を促進することがありうる （Tetlock & 
Kim, 1987）。先行研究では、予測が確かめられる
という予期が説明責任を意識させ、楽観主義を低
減させることが見いだされている （Mackenna & 
Myers, 1997）。予測時点によって用いられる既有
知識が異なることを示すもう一つの可能性として、
解釈レベル理論（Liberman, Trope, & Stephan, 














に影響する（see for reviews, Liberman, Trope, & 
Stephan, 2007; Trope & Liberman, 2003, 2010）。
さらに、対象との心理的距離が遠いほど、抽象
情報を判断に用いると考えられる。Nussbaum, 














利用されると考えられる （Vallacher & Wegner, 
1987）。そのため、時間的距離が遠い対象の予測
は楽観的になりやすい一方で、近い対象の予測は

























































的信念と捉えることもできる （Marsh & Craven, 
2006; Shavelson, Hubner, & Stanton, 1976; Swann, 





る。Markus & Wurf （1987） は、一時的に活性化
レベルが高まっている自己概念のことを作動的自



































の方が低かった （ t＝3.96, df＝82, p<.001）。この









デルは有意とならず （R2＝ .04, ns）、また、すべ
ての変数の回帰係数が有意でなかった（|β|s< 







ルは有意とならなかった （R2＝ .12, ns）。各変数
の係数をみると、活性化×自尊心の交互作用効果
が有意となり （β＝ .23, t＝2.03, p<.05）、時間的
距離感×活性化の交互作用効果が有意傾向となっ




は “ ＝62.45 -.52*自尊心”、活性化あり条件で


































































試験 5週間前の得点予測の主効果 （β＝ .60, t＝
6.83, p<.001）、時間的距離感×活性化の交互作用
効果 （β＝-.19, t＝2.08, p<.05）が有意となっ
た。また、活性化×自尊心の交互作用効果が有意
傾向となった （β＝ .16, t＝1.81, p＝ .08）。これら
の結果は、先の分析結果と一致するものであった。
準化偏回帰係数に基づく予測式を算出した。その
結果（図 2）、活性化なし条件では “ ＝62.45 
-1.09*時間的距離感”となり、単純傾斜は有意で
はなかった （ t<1, ns）。活性化あり条件では “ ＝
58.94 -4.70*時間的距離感”となり、単純傾斜は












試験 5週前 試験直後 試験直後（統制後）
試験 5週前の予測 － －  .60***
時間的距離感  .02 －.14 －.15
活性化 （－1：なし，＋1：あり） －.08 －.11 －.07
自尊心  .09 －.02 －.07
時間的距離感×活性化 －.05 －21† －.19*
時間的距離×自尊心 －0.20  .13  .14
活性化×自尊心  .12　  .23*  .16†
時間的距離感×活性化×自尊心 －.07  .16  .20*


































































人関係に特化したものかもしれない （Leary & 
Baumeister, 2000; Leary & MacDonald, 2003）。類
似した考えとして、自尊心の基盤には個人差があ
ると考えられる （Tafarodi & Swann, 2001; Crocker 







果 （β＝ .20, t＝2.15, p<.05） が有意となった。他






条件では “ ＝61.25 -.37*自尊心” となり、単純傾
斜は有意でなかった （ t<1, ns）。活性化あり条件
では “ ＝64.90 -.41*自尊心” となり、単純傾斜は
有意ではなかった （ t＝1.35, ns）。時間的距離が
遠方 （+1SD） に感じている場合、活性化なし条件
では “ ＝62.52 -.58*自尊心” となり、単純傾斜は
有意でなかった （ t＝1.92, ns）。活性化あり条件
では “ ＝54.81＋ .78*自尊心” となり、単純傾斜
















































 2） その他の可能性として防衛的悲観主義 （de-
fensive pessimism; Norem, 2001）などが指摘
されている （Shepperd et al., 2006）。
 3） この他にも、情報としての気分 （mood as in-
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